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衆
議
院
総
選
挙
関
連
予
算 

 

衆
議
院
解
散
に
伴
い
、
１２
月

１４
日
に
行
わ
れ
た
衆
議
院
総
選

挙
関
連
補
正
予
算
５
８
１
２
万

円
が
提
出
さ
れ
。
定
例
会
初
日
に

即
日
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

い
じ
め
問
題
対
応
３
組
織
新
設 

条
例
案
は
８
件
で
い
じ
め
問

題
対
策
連
絡
協
議
会
等
条
例
が

新
設
さ
れ
ま
し
た
。
い
じ
め
防
止

対
策
推
進
法
に
基
づ
き
、
「
い
じ

め
対
策
連
絡
協
議
会
」、「
い
じ
め

問
題
調
査
対
策
委
員
会
」、「
い
じ

め
問
題
再
調
査
委
員
会
」
の
３
つ

の
組
織
が
新
設
さ
れ
、
市
教
育
委

員
会
な
ど
の
諮
問
（
意
見
を
求
め

る
こ
と
）
に
よ
り
調
査
審
議
を
お

こ
な
い
ま
す
。 

 廃
止
条
例 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
真
田

丸
」
放
映
に
よ
り
増
大
す
る
観
光

客
対
応
と
し
て
駐
車
場
整
備
を

行
う
に
あ
た
り
、
取
り
壊
さ
れ
る

こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
に
関
す
る
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
条
例
と
、
武
石
地
域

で
過
去
有
線
電
話
放
送
が
廃
止

さ
れ
た
際
に
、
代
替
と
し
て
採
用

し
て
い
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
オ
フ
ト
ー

ク
通
信
が
今
年
度
を
も
っ
て
Ｎ

Ｔ
Ｔ
で
の
運
用
が
廃
止
と
な
る 

上 田 市 議 会 議 員 

佐藤のりゆき 
後 援 会 報 

１ ２月 定例会報告 

 

上田市議会１２月定例会一般質問 

≪真田地域簡易水道統合事業ならびに湧水利用について≫ 
平成 26年 11月 27日につちや湧水、滝の入湧水の水源地である大日向自治会と上田市との間で両湧水を水道事業

の水源とするための基本合意書が交わされ、いよいよこの日本一の湧水を上田市の水源として利用できることとな

り、真田地域簡易水道統合事業が本格的に始動することとなりました。これは、水源地の渋沢、大日向地区の皆様が

この日本一の湧水を次世代のために利用してもらいたいという強い思いから今回実現したもので、改めまして渋沢、

大日向地区の皆様に敬意を表するものであります。今回このつちや・滝の入湧水を水源とする「真田地域簡易水道統

合事業ならびに湧水利用」について一般質問を行いました。質問により明確になりました事項につきまして、裏面に

まとめさせていただきました。 

討議資料 

こ
と
か
ら
、
武
石
オ
フ
ト
ー
ク
通

信
施
設
条
例
が
条
例
廃
止
と
な

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

【
市
長
提
案
】 

駅
前
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン 

 

１２
月
８
日
か
ら
点
灯
が
始
ま

っ
た
上
田
駅
前
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
に
つ
い
て
、
デ
ザ
イ
ン
を
真

田
氏
を
イ
メ
ー
ジ
と
し
た
赤
と

新
緑
の
緑
を
基
調
と
し
た
光
に

変
更
。
来
年
３
月
の
北
陸
新
幹
線

延
伸
を
踏
ま
え
、
来
年
３
月
末
ま

で
点
灯
を
延
長
す
る
こ
と
と
し

た
。 

 

資
源
循
環
型
施
設 

 

建
設
対
策
連
絡
会
と
の
第
１

回
意
見
交
換
会
に
お
い
て
、
第
２

回
の
開
催
が
合
意
さ
れ
て
い
た

の
に
も
関
わ
ら
ず
、
連
絡
会
側
か

ら
第
２
回
の
開
催
取
り
止
め
の

突
然
の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
、
市
長
は
、
「
第
１

回
の
建
設
対
策
連
絡
会
と
の
意

見
交
換
会
に
つ
い
て
は
、
真
摯
に

意
見
交
換
会
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
と
考
え
て
お
り
、
改
め
て
地

域
の
皆
様
の
考
え
を
お
聞
き
す

る
と
と
も
に
、
現
在
、
意
見
交
換

会
の
再
開
を
お
願
い
し
て
い
る
」

と
市
長
提
案
の
な
か
で
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
連

絡
会
か
ら
、
第
２
回
の
開
催
に
向

け
て
、
早
速
開
催
に
向
け
て
の
検

討
に
つ
い
て
表
明
が
あ
り
ま
し

た
。
今
後
、
建
設
検
討
地
の
地
元

の
皆
さ
ん
の
み
な
ら
ず
、
上
田
市

全
体
の
問
題
と
し
て
市
民
の
皆

様
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
問
題
で
す
。 

平
成
２６
年
度 

上
田
市
議
会
１２
月
定
例
会 

 

上
田
市
議
会
定
例
会
が
１１
月

２５
日
か
ら
１２
月
１５
日
の
日
程

で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計

補
正
予
算
、
条
例
案
な
ど
市
よ
り

提
案
が
な
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し

た
。 

資
源
循
環
型
施
設
建
設 

 

現
在
、
上
田
地
域
広
域
連
合

（
上
田
市
、
東
御
市
、
青
木
村
、

長
和
町
、
坂
城
町
）
に
お
い
て
は
、

上
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
・
東
部

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
・
丸
子
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
３
か
所
の
ゴ
ミ

焼
却
施
設
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ

も
施
設
の
老
朽
化
が
進
み
、
早
急

に
新
た
な
施
設
建
設
が
必
要
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
建
設
地
候
補

地
に
つ
い
て
、
公
募
な
ど
に
よ
り

多
く
の
場
所
に
つ
い
て
検
討
が

な
さ
れ
ま
し
た
が
、
様
々
な
問
題

か
ら
候
補
地
に
適
し
た
建
設
場

所
が
み
つ
か
ら
ず
、
現
在
の
清
浄

園
用
地
に
建
設
す
る
旨
の
検
討

が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
現
在
建

設
が
検
討
さ
れ
て
い
る
地
元
の

皆
様
に
ご
理
解
を
い
た
だ
け
る

よ
う
上
田
地
域
広
域
連
合
（
母
袋

創
一
連
合
長
）
が
働
き
か
け
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
の
ゴ
ミ
焼

却
施
設
は
既
に
更
新
時
期
を
迎

え
て
い
ま
す
。
未
だ
新
施
設
建
設

が
決
ま
ら
な
い
な
か
、
現
在
の
施

設
を
大
切
に
使
う
と
と
も
に
、
で

き
る
限
り
焼
却
ゴ
ミ
を
出
さ
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、
現
在 

上
田
市
で
進
め
て
い
る
、
雑
紙
回

収
、
生
ご
み
乾
燥
に
よ
る
生
ご
み

減
量
な
ど
、
上
田
市
全
体
の
問
題

と
と
ら
え
、
各
ご
家
庭
で
ゴ
ミ
減

量
化
の
取
組
み
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

 

上
田
市
の 

ゴ
ミ
減
量
化
へ
の
取
組
み 

 

上
田
市
で
は
、
資
源
循
環
型
社

会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
家
庭
か

ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み
の
減
量

化
や
、
減
量
化
機
器
の
普
及
を
促

進
す
る
た
め
、
現
在
、
通
風
乾
燥

型
生
ご
み
処
理
機
モ
ニ
タ
ー
調

査
を
現
在
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

の
装
置
は
生
ご
み
の
水
分
を
乾

燥
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
生
ご
み

の
量
を
減
ら
す
装
置
で
、
１
０
０

名
の
モ
ニ
タ
ー
の
方
に
平
成
２７

年
２
月
ま
で
実
際
に
使
用
し
て

い
た
だ
き
、
デ
ー
タ
収
集
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
他
に

は
、
生
ゴ
ミ
減
量
化
機
器
へ
の
補

助
金
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
機

器
の
購
入
も
検
討
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 

建設が検討されている 

し尿処理施設 清浄園 

生ごみ減量化機器に対する 

上田市の補助金 

対象機器 補助金額 

生ごみたい肥化容器 

（コンポスト、EM密閉容

器等） 

購入価格の 2分の 1以内

（100円未満切り捨て） 

限度額 3,000 円 

生ごみ処理機 

（内部にヒーター及びか

くはん装置を組み込んだ

機器） 

購入価格の 2分の 1以内

（100円未満切り捨て） 

限度額 30,000 円 

 



真田地域簡易水道統合事業 つちや湧水・滝の入り湧水利用計画 

 

取水量は地元河川・自然環境に

考慮し取水量が算定されてい

る。取水量は湧水量の１/３. 

湧水の水量・水質調

査は、つちやが平成

22 年 12 月から、滝

の入りが平成 23 年

11 月から行われ安

定供給の裏付けが充

分取られている。 

水道管の管路については、渋沢地区の国道 144号には融雪パイプ施設が埋

設されており、また道路占用工事の条件である舗装の打ちかえなどにより

建設費の増加が見込まれますことから、現在地元大日向自治会の水道事業

対策委員会の方々と国道以外のルートについて、現地踏査を含め検討に入

っているところでありまして、管路のルートは年内中に決定していきたい。 

給水開始の時期については、今回の水道

整備は基本的に上流側から施工する計画

でありまして、まず渋沢地区から工事に

着手し、まずは水源に一番近い大日向地

区は平成 29年中を目標に給水。下流側の

長中央、本原地区、石舟浄水場には順次

給水をし、平成 31年度末に完成予定。 

地震などの湧水枯渇や断水などに備え現在の簡易水

道を非常用水源として利用することを提案したとこ

ろ、現在の簡易水道は非常用として維持することと

なりました。 

石舟浄水場へ送水後、神科・

国分地域へ送水されます。こ

れにより現在同地区に給水す

るためのポンプ動力年間

2,300万円の経費削減となる。 

現在の長・本原地区の年間維持管理経費は 3,700万円。

この事業によりこの経費が不要となります。 

この事業により合わせて 

年間 6,000万円 

の経費削減 

総事業費約 16億円 
財源は国庫補助事業の簡易水道再編推

進事業を活用。今回の事業により年間

約 6,000万円の経費削減ができるため、

約 27年で事業費相当額が回収できる計

算です。今後の人口減少などによる料

金収入減収、老朽化施設の更新費用負

担を軽減し水道事業の経営、水道料金

の安定に大きく寄与するものです。 

上田地域内で給水が計画されているのは、神科地区

及び国分地区の一部。ただし、現在使用している水

と混合された水が給水。新たな湧水のみの給水が行

われるのは、長・本原地区のみとなります。 

傍陽地区については、今回の計画では給水が行われません。地形的

な関係から、傍陽地区に給水しようとする場合、ポンプで送水する必

要があり膨大な経費がかかることから、今回給水が計画されており

ません。傍陽地区については、水量は安定しており、水質について

は紫外線放射装置を設置、緊急遮断弁設置で水質の安定を保ってい

く。武石地域においても同様の措置をとっている。 


